
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

¾

編 集・印 刷
独立行政法人国立印刷局

告

示

目

次
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〇
宮
内
庁
告
示
第
十
二
号

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
十
一
月
十
三
日
か
ら
同
月
十
四

日
ま
で
山
梨
県
へ
行
幸
啓
の
御
予
定
の
と
こ
ろ
、
こ
の
度

の
天
皇
陛
下
の
御
入
院
の
た
め
、
お
取
り
や
め
に
な
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
五
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
延
岡
市
北
浦
町
三
川

内
字
山
ノ
口
一
九
三
五
、
宮
崎
市
高
岡
町
紙
屋
字
赤
木

七
四
の
五
〇
、西
都
市
大
字
中
尾
字
奥
畑
三
一
九
の
八
、

字
小
原
三
三
五
の
一
、
三
三
四
の
イ
、
三
三
四
の
ロ
、

大
字
尾
八
重
字
戸
屋
ケ
花
二
〇
〇
二
の
一
、
二
〇
〇
二

の
七
か
ら
二
〇
〇
二
の
二
一
ま
で
、
東
臼
杵
郡
美
郷
町

南
郷
区
神
門
字
古
畑
一
七
三
七
、
一
七
三
八
、
一
七
五

八
、児
湯
郡
木
城
町
大
字
中
之
又
字
中
野
一
四
二
の
三
、

一
四
三
の
二
、
一
五
三
の
一
、
西
米
良
村
大
字
越
野
尾

字
窪
二
四
五
の
三
三
、
大
字
板
谷
字
大
尾
五
七
〇

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〔
告

示
〕

〇
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
山
梨
県
へ
の
行
幸
啓

を
お
取
り
や
め
に
な
る
件（
宮
内
庁
一
二
）

J

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
附
属
書
Ò
の

修
正
に
関
す
る
件
（
外
務
三
六
八
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
二
二
五
五
〜
二
二
六
一
）

〇
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
十
八
条
の
三
十
の

三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五

十
八
条
の
二
十
二
の
規
定
に
基
づ
く
指
定

保
安
検
査
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
経
済
産
業
二
二
二
）

L

〇
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
自
動
車
交
通
上
密
接
な
関
連
を

有
す
る
指
定
都
市
高
速
道
路
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
国
土
交
通
一
一
一
三
）

〇
自
動
車
の
型
式
を
指
定
し
た
件

（
同
一
一
一
四
〜
一
一
三
六
）

〇
気
象
測
器
の
型
式
を
証
明
し
た
件

（
気
象
庁
一
五
）

O

〇
国
際
海
事
機
関
海
洋
環
境
保
護
委
員
会
の

判
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
物

質
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
環
境
九
七
）

〇
海
上
自
衛
隊
の
使
用
す
る
船
舶
の
信
号
符

字
を
付
与
す
る
件
（
防
衛
二
六
八
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
一
四
六
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
一
一
八
、
一
一
九
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
六
二
、
一
六
三
）

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
北
海
道
開
発
局
一
〇
三
）

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

外
務
省

Q

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

Q

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

R

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て（
同
）

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
宮
城
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
三
、
山
口
同

二
）

J
I

国
家
試
験

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
の
満
了

（
人
事
院
）

J
I

平
成
二
十
四
年
公
認
会
計
士
試
験
第
Ò
回
短

答
式
試
験
の
試
験
場

（
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
）

平
成
二
十
四
年
司
法
試
験
の
施
行

（
司
法
試
験
委
員
会
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁公

示
送
達
、
建
設
業
の
許
可
の
取
消
処
分

関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
破
産
、
特
別
清
算
、
船
舶

所
有
者
等
責
任
制
限
、
再
生
関
係

J
K

特
殊
法
人
等

企
業
年
金
基
金
変
更
関
係

K
Q

会
社
そ
の
他

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
六
十
八
号

平
成
六
年
四
月
十
五
日
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た

「
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
」（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三

号
）
の
附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
に
関
し
、
日
本
国

政
府
は
、
政
府
調
達
に
関
す
る
委
員
会
に
対
し
、
同
協
定

第
二
十
四
条
６
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
な
修
正
を
行

う
旨
の
通
報
を
行
い
、
同
修
正
は
、
同
条
６
の
規
定
に
従

い
、
平
成
二
十
三
年
十
月
五
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日
付
け
世
界
貿
易
機
関
事

務
局
長
確
認
書
）

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
の
産
品
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
機
関
の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
１
Ａ
群
中
、「
独
立
行
政
法
人

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
を
削
り
、「
独
立
行
政
法
人
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
」
を
加
え
る
。
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